



Analysis of Zukin for Headgear: Specimens in the 





























































































































































































































































曜地 秋田・西目 秋m・雲択 辮｝・見1付 新潟・」荊附 秋田・角館 畏野・栄 新潟・三面 広島・広烏
形　状　分　類 縦　　　袖　　　形　　［玉 横袖型▽コ






接ぎ布の枚数㈱ 4 3 3 4 3 4 1 4
1
丈　　　鳴 61 53 61 60 63 50 70 50 32???
幅　　　ω 24 ヨ0 32 25 44 82 67 73 78
重なりの枚数 2 2（ワタ） 2（ワタ） 2 2 2 2 2 2
材　　　　　質 木　　綿 木　　綿 木　　綿 木　　綿 　絹i」・暫凶鵜〕 木　　綿 木　　綿 木　　綿 綿ネル
組　　　　　　織 平　　織 平　　織 平　　織 平　　織 朱子織 平　　織 平　　織 平　　織 平　　織
経　　本！㎝ 10　18 21 呂6 23 16 22 20 18細かい
???
維　　本／㎝ 1G　22 22 26 20 20 19 1B
?












? 十字耕 無　　地 大　　耕 無　　地 無　　地 格　　子
材　　　質 木　　綿 木　　綿 木　　綿 木　　綿






本　　　数 1 綿入れ 綿入れ 袷
?
1 2 1
紐い代窃 1．2 1．5 0．6
1




布　　幅　　㎝ 36 36 36 28 36 34 36．5 33 65
推定用布㎝ 124 1i垂 正50 130 ！80 177 1go 182 霧78
重　　さ　　9 152 1田 168 144 159 160 133 126 39
一52一
頭巾状かぶりもの資料の分折
ると縦袖形頭巾と横袖形頭巾に分かれる。前者の用途
は防寒用が多く，後者は主として覆面かぶりものである。
1．資料の惰報
　a．縦袖形頭巾（資料2　一一1，2，3，4，5，6）
　　。呼称はボッチ，ポウシ，三角帽子，ドモッコな
　　　ど帽子の名の附されているものが多い。カガボ
　　　ーシはかぶり方を若干異にするが，形状が似て
　　　いるためここに含めた。
　　。採集地は前報の図1かぶりもの資料の採集地に
　　　みられるように，秋田県と新潟県であり，日本
　　　海岸の雪国地帯にかぎられている。
　　。採集年は昭和8年，2点，10年，2点，13年，
　　　1点と古い。
　b．横袖形頭巾（資料2－7，8，9）
　　。呼称は袖帽子，プシ，ドウモコウモなどである。
　　　ドウモコウモについては本文中で述べたが，ブ
　　　シの呼び方は帽子からきていると思われる。
　　。採集地は前報の図1にみられるように新潟県，
　　　長野県，広島県と点数は少ないが各地に散在し
　　　ている。これは縦袖形頭巾と異なり防寒用では
　　　なく労働用かぶりもののためであろう。もっと
　　　も長野の資料は新潟県境のものであり，広島市
　　　のものは近年のかぶりものと思われる。
　　。採集時期は昭和8年と12年で，昭和5ユ年のもの
　　　は複製品であろう。
2．形状，寸法等は図1～4，表1に示した通りである。
　。形状は縦袖形と横袖形であるが，その丈と幅の長
　　さの寸法をグラフに示すと前報の図2一縦横の長さ
　　からみたかぶりものの形態分類一のように横袖形の
　　方が幅が広いが，いずれも福が各所についている
　　ため両者の差異は比較的少ない。
　。仕立て方は縦袖形は綿入れ2点，袷仕立て2点と
　　防寒向きのものが多いが，資料2－1，2－6な
　　ど単仕立ての裏っきのものは，横袖頭巾と同様労
　　働用で，頭部の補強のための裏あて布かと思われ
　　る。布の厚さは綿入れは当然厚いが，しかし3㎜
　　程度であったe
3．素材は防寒用も含めて大半は平織の木綿布である。
　資料2－9の綿ネルは漁携用のためであろう。糸密
　度は表1に示したようにそれぞれ若干異なる。
　。色・柄は他のかぶりものに比べて表布，裏布，紐
　　とも多様である。労働用衣類一般は藍染の紺一色
　　であることが多いが，縦袖形頭巾は婦女子の冬期
　　の日常用かぶりもののためか多くは華やかな色彩
　　のかぶりものとなった。
4．縫い方はそれぞれの仕立て方に従って縫われてお
　り，ここでは綿入れや袷仕立てのため縫い代や縫い
糸は見えにくかった。
　。裁ち方は，図ユ～4にも推定図を示したが，縦袖
　　形は並幅布を頭部で折ってワにしている。横袖形
　　は，並幅布の耳部分を長く2枚はいで頭部にもっ
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　，ていく方法と，縦袖形と同様に頭部をワに折った
　　布を横に2枚はぐ方法があり，ここでもその両者
　　　　　　　　　　　　　　　■　　の裁ち方があった。広幅布をワにした資料2－9
　　は前にも述べたが，比較的時代の新しいもので特
　　殊型といえよう。
　。表布の推定用布は福の量などによって異なるが，
　　かぶりもの本体の丈が6G㎝前後と共通しているた
　、め，並幅で120㎝からユ90㎝位の範囲内の用尺で
　　あった。
　。重さも特殊形の資料2－9を除けば120　一　190g
　　の範囲内で，綿入れが厚さに比して軽く，防寒の
　　役を果たしていることがわかる。
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頭巾状かぶりもの資料の分析
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